
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

(資料)米商務省資料より作成 。 

 米国の 4－6 月期 GDP は、前期比年率で＋2.4％と金融引締めが継続する

中でも、4 四半期連続でプラス成長となった。項目別にみると個人消費や設備

投資といった国内需要の強さが目立つ。 
また、物価関連指標については、総じて緩やかながら低下傾向がみられ始め

ていた。ただし、基調をあらわすコア PCE デフレーターは依然高い水準で推移

している点が確認された。 
今後も雇用環境の良好さを背景に、屋台骨である個人消費を中心に底堅く推

移するとみるが、欧州など外部環境の悪化や金融引締めの長期化の影響か

ら、徐々に成長のペースは鈍化しよう。 
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